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問題 1 

𝐴𝐴 = {a, b, c}，𝐵𝐵 = {b, c} とする．以下の問いに答えよ． 

(1-1) 2A– 2𝐵𝐵を外延的記法（すべての要素を書き並べる記法）で表せ．ただし，演算

子“–”は差集合を表すものとする． 

(1-2) 𝐵𝐵 × 𝐴𝐴 を外延的記法で表せ． 

(1-3) 𝐴𝐴上の二項関係のうち対称的であるものは全部で何個存在するか． 

(1-4) 𝐴𝐴上の二項関係のうち反射的かつ反対称的であるものは全部で何個存在する

か． 

(1-5) 𝐴𝐴からBへの全域的関数は全部で何個存在するか． 

(1-6) 2𝐴𝐴から𝐵𝐵への全域的関数のうち全射でないものは全部で何個存在するか． 

 

問題 2 

𝒁𝒁+を正の整数からなる集合，すなわち𝒁𝒁+ = {𝟏𝟏,𝟐𝟐,𝟑𝟑, … }とする．以下のように定義され

る𝒁𝒁+上の各二項関係𝑅𝑅𝑖𝑖は，反射性，対称性，反対称性，推移性のうちどの性質を満た

すか．満たす場合には○を，満たさない場合には反例を解答欄に記入せよ．たとえば

反対称性に対する反例の場合，「1𝑅𝑅𝑖𝑖3かつ3𝑅𝑅𝑖𝑖1であるが1 ≠ 3」のように書くこと． 

𝑥𝑥𝑅𝑅1𝑦𝑦 ⟺ ∃𝑛𝑛 ∈ 𝒁𝒁+ s.t. 𝑥𝑥 + 2𝑦𝑦 = 2𝑛𝑛 

𝑥𝑥𝑅𝑅2𝑦𝑦 ⟺ ∃𝑛𝑛 ∈ 𝒁𝒁+s.t. 𝑥𝑥𝑦𝑦 = 3𝑛𝑛–1 
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問題 3 

𝛴𝛴 = {a, b} とする．以下の (3-1)〜(3-8) について，正しい場合は○を，正しくない場

合は×を記入せよ．ただし，|𝑥𝑥|𝑐𝑐 は記号列 𝑥𝑥 ∈ 𝛴𝛴∗ に含まれる記号 𝑐𝑐 ∈ 𝛴𝛴 の個数を表

す． 

(3-1) 𝛴𝛴 の上の言語 {𝑥𝑥abb𝑥𝑥 | 𝑥𝑥 ∈ 𝛴𝛴∗} は正規言語である． 

(3-2) 𝛴𝛴 の上の言語 {𝑥𝑥 | 𝑥𝑥 ∈ 𝛴𝛴∗, |𝑥𝑥|a = |𝑥𝑥|b} を認識する有限オートマトンが存在する． 

(3-3) 𝛴𝛴 の上の言語 �𝑥𝑥 | 𝑥𝑥 ∈ 𝛴𝛴∗, |𝑥𝑥|a は 17 の倍数� は正規表現で表現できる． 

(3-4) 𝛴𝛴 の上の言語 {𝑥𝑥𝑦𝑦 | 𝑥𝑥,𝑦𝑦 ∈ 𝛴𝛴∗, |𝑥𝑥|a  = |𝑦𝑦|a} は正規言語である． 

(3-5) 形式文法  ({𝑆𝑆}, 𝛴𝛴, {𝑆𝑆 → 𝜀𝜀, 𝑆𝑆 → a𝑆𝑆b,𝑆𝑆 → b𝑆𝑆a}, 𝑆𝑆) が生成する言語を認識する有

限オートマトンが存在する． 

(3-6) 形式文法  ({𝑆𝑆,𝐴𝐴}, 𝛴𝛴, {𝑆𝑆 → b𝑆𝑆, 𝑆𝑆 → a𝐴𝐴,𝐴𝐴 → a}, 𝑆𝑆) が生成する言語は正規言語で

ある． 

(3-7) 非決定性有限オートマトンが認識する任意の言語 𝐿𝐿 に対して，𝐿𝐿 を認識する

決定性有限オートマトンが存在する． 

(3-8) 2 つの言語 𝐿𝐿1,  𝐿𝐿2 が正規言語ならば，𝐿𝐿1  ∪  𝐿𝐿2 も正規言語である． 

 

  


